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安藤元雄の近作 について
入 澤 康 夫
安藤元雄氏の仏文学者 としてのす ぐれた業績について語るとなれば,他 に





で,い まひとつは2003年10月に同 じ版元から出た 『わがノルマンディー』。
これ ら2冊 は,そ れぞれ高い評価を得て,前 者は第7回 萩原朔太郎賞,後
者は第42回藤村記念歴程賞および第19回日本詩歌文学館賞を受けている。
ところで,それ らの賞の選評や雑誌等に載 った書評で安藤元雄の近作につ
いて,「措辞の典雅 ・端正」「知的 ・博識な基礎」「円熟 ・完成 した詩境」と
いった評語が散見 された。
これらの評語は,前 のふたつは大雑把には当たっているとも言えよう。 し
かし,それ らは,じ つは1957年の処女詩集 『秋の鎮魂』以来の,安 藤作品
の変わらぬ特質 ・美点であって,何 も最近作について特筆するまでもないこ
とである。そして,「円熟」という評語 は,作者の詩歴と,題材 に含まれる
「老い」への言及ゆえに軽率 に選ばれた ものとしか思えない。作者 自身 も






安藤元雄は従来寡作な詩人として知 られていた。 ところが,こ の詩集の内




えた,百年紀かつ千年紀の終 りに当たる,巨大な 「時」の移 り行きの中での,
人類の営為全体の 「素晴 らしさ」「はかなさ」「虚 しさ」であって,世 紀の変















「円熟」 とは無縁 な動 く鋭い1行1行 である。
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飯島耕一の有名 な詩 「他人の空」 の冒頭行
「鳥た ちが帰 ってきた」 を当然 踏 まえて いる第1行 は,こ の詩の 中で何度
も繰 り返 され る。
3行 目は,西 欧 中世説 話の 「トリスタ ンとイズー」。 そ して ワー グナーの
楽劇 を連想 させず にはおかない。 さ らには,生 の営みの輝か しさ ・虚 しさを。
『わが ノル マ ンデ ィー』 につ いて書 く余地が殆 どな くなったが,前 詩集 と
のよ うな統 一主 題はない ものの,こ れ もまた,広 大な背景(バ ックグラウ ン
ド)を 隠 し持 った,非 常に きび しい詩的営為の結実で ある。 この詩集 の巻末
には,「澁沢孝輔 の思 い出に」 とい う副題 の ある 「むな しい塔」 とい う詩篇
が置 かれてい るので,そ の末 尾の2行 を次 に引いてお く。
むこうの陽だまりには紅い梅 もちらちらして
そして 長い孤立無援の日々だけが私に残される
(いりさわ ・やすお 元文学部教授)
